
質
問
一

現
状
に
つ
い
て
。

ア

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
第
１

号
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は
。

イ

要
支
援
１
、
２
の
方
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
。

二

移
行
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
。

ア

要
支
援
認
定
者
の
利
用
は
。

イ

介
護
保
険
か
ら
の
打
ち
切
り
は
。

答
弁
一

ア
（
市
長
）

平
成
２７
年
９

月
現
在
、
要
支
援
１
及
び
２
の
方
が
約

２
・
７
㌫
、
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の

方
が
約
８
・
５
㌫
で
あ
る
。

イ

１５
種
類
あ
り
、
２７
年
９
月
に
介
護

予
防
訪
問
介
護
を
利
用
し
た
方
は
７０
人

で
、
う
ち
、
市
内
の
事
業
所
の
利
用
者

が
５８
人
、
介
護
予
防
通
所
介
護
は
１
６

１
人
で
、
う
ち
、
市
内
の
事
業
所
の
利

用
者
が
１
２
４
人
で
あ
る
。

二

ア

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
で
は
、
事
業
開
始
時
点
で
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定

期
間
満
了
ま
で
従
来
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
が
適
用
さ
れ
る
。
認
定
期
間
満
了

の
際
に
は
、
改
め
て
の
認
定
又
は
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
判
定
後
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

イ

総
合
事
業
は
、
高
齢
者
の
自
立
促

進
や
重
度
化
の
予
防
を
目
的
と
し
て
い

る
。
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
努

め
、
強
制
的
に
打
ち
切
る
こ
と
は
な
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

防
災
対
策
の
強
化

に
つ
い
て
。

質
問
一

持
続
可
能
な
人
口
規
模
は
。

二

地
方
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
人
口

減
少
対
策
の
位
置
付
け
は
。

三

多
世
代
循
環＝

市
内
同
居
の
促
進
。

四

空
き
家
の
有
効
活
用
及
び
住
宅
政

策
は
。

五

定
住
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
に

向
け
た
取
組
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

持
続
可
能
な
人
口

規
模
を
示
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と

考
え
る
。
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
、

年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
を

増
や
す
こ
と
で
、
人
口
構
成
の
是
正
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、
定
住
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
人
口

減
少
抑
制
策
と
考
え
て
い
る
。

三

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
（
案
）
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
優
遇

制
度
、
三
世
代
近
居
や
空
き
家
の
有
効

活
用
な
ど
の
取
組
を
位
置
付
け
て
い
る
。

四

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
協
会
埼
玉

西
部
支
部
と
空
き
家
バ
ン
ク
協
定
の
協

議
を
し
て
い
る
ほ
か
、
鶴
ヶ
島
市
企
業

立
地
に
よ
る
雇
用
等
の
促
進
に
関
す
る

条
例
で
定
住
促
進
策
を
規
定
し
て
い
る
。

五

居
住
面
の
支
援
の
ほ
か
、
身
近
な

就
労
の
場
を
確
保
す
る
。
地
域
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
魅
力
を
向
上
し
、
鶴
ヶ

島
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

行
政
組
織
の
機
能

向
上
に
つ
い
て

支え合い体制を推進し、自立

促進や重度化の予防を図る

太田 忠芳 議員

要支援者等のサービス
を後退させないで

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

定
住
促
進
戦
略

内
野

嘉
広
議
員

地域包括支援センター

居
住
面
の
支
援
、
身
近
な
就
労
の

場
の
確
保
な
ど
を
行
う
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